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 薄暮から夜間はものが見えにくくなるため、危険を見落としたり発見が遅れがちになります。この時 

間帯の危険を防止するためには、ヘッドライトの活用が重要な条件となります。そこで、ヘッドライト 

の活用を中心に、薄暮から夜間の安全走行のポイントをまとめてみました。   

 

                  

                                           

                            

 薄暮時は、暗くなっていく速度に目の順応が追いつ 

かず、視力がかなり低下した状態になるといわれてい 

ます。これはドライバーであっても歩行者、自転車で 

あっても同じです。 

 そのため、ヘッドライトを点灯していない車は、自 

車の視界が十分に確保できないだけでなく、周囲の車 

や歩行者、自転車からも見落とされやすくなります。 

なかでも視覚が弱まっている高齢歩行者等は、ヘッド 

ライトを点灯していない車に気づきにくく、車が接近 

していても横断してくることがあります。 

 薄暮時の危険を防止するために、日が沈む前は少し 

早めにヘッドライトを点灯して歩行者や他車から見落 

とされないようにするとともに、速度を落とし車間距 

離を十分とって走行しましょう。 

 

  

 

 赤色は昼間はよく目立つ色ですが、薄暮時になると 

闇に溶け込んで見えにくい色になります。これは、人 

間の目の仕組みに関係しており、「プルキンエ（ブル 

キニェ)現象」と呼ばれています。 

 人間の目は、昼間は波長の比較的長い赤色系統に対 

する感度が高まってよく見えますが、暗くなると波長 

の短い青色系統に対する感度が高まり、波長の長い赤 

色系統への感度は逆に低下して見えにくくなってしま 

います。赤色の車だから薄暮時もよく目立つだろうと 

考えるの禁物です。 

 それなら、青色の車は薄暗くなると目立つからヘッ 

ドライトの点灯を遅らせても大丈夫だろうということ 

にはなりません。どのような色の車でも、薄暮時は昼 

間のように目立つわけではありませんから、先に記し 

たように、早めにヘッドライト点灯することが大切で 

す。 

 

 

＜人＞  車  道路 

安全運転のポイント    



 ヘッドライトの照射範囲は下向きで約40ｍ、上向 
きで約100ｍです。 
 図１は、ヘッドライトの照射範囲と車の停止距離 
を示したものですが、時速60kmで走行している車の 
停止距離は約44ｍですから、ヘッドライトを下向き 
にして走行している場合には、ヘッドライトで前方 
に危険を発見してからブレーキをかけても間に合わ 
ないことになります。 
 安全を確保するため、ヘッドライトは上向きにす 
るのが原則ですが、他の車と行き違うときや他の車 
の直後を走行するときは、ヘッドライトを減光する 
か、下向きに切り替えなければならないことが定め 
られており、交通の教則においても、交通量の多い 
市街地の道路などでは、常に前照灯を下向きに切り 
替えて走行することとされています。したがって、 
市街地などで下向きにして走行するときは、時速  
50km以下で走行するよう心がけましょう。 
 また、高速道路を時速100kmで走行している場合、 
停止距離は約112ｍですが、上向きのヘッドライト 
の照射範囲は100ｍですから、万一、前方に事故や 
故障などで停止している車がある場合、ヘッドライ 
トで発見してからブレーキを踏んでも間に合わない 
ことになります。したがって、夜間の高速道路では 
速度を抑えて走行しましょう。 
 
                           
 ヘッドライトは進行方向の全てを照射するわけで     図２ 
はなく、光が照らさない死角があります。特に次の 
ような場面では、死角があることを意識して十分注 
意した運転を心がけましょう。 
●カーブ走行時 
 カーブではヘッドライトの光が進行方向から外れ 
ますから、速度を落として走行しましょう（図２）。 
●下り坂の終点付近 

下り坂の終点付近では、下り終わった先の道路を     図３ 
照らすのが遅れます。下り坂は速度が出やすいので、 
十分に速度を抑えて走行しましょう（図３）。 
●交差点右折時 
 右折時は、同一方向から横断してくる歩行者や自 
転車を照らしませんから、右後方に顔を向けて歩行 
者や自転車の有無を確認しましょう。 
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